平成２８年４月教育委員会会議（臨時会）会議録

１　日　時　　平成２８年４月１日（金）午後3時30分～午後3時58分
２　場　所　　所沢市立教育センター　第１研修室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、

清水国明委員
　　　　 ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、堺俊彦学校教育部次長兼学校教育課長、市川雅美教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、末廣和久教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、根本靖スポーツ振興課主幹、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、結城尊弘学校教育課教育指導担当主幹兼健やか輝き支援室長、川上一人保健給食課長、米澤三八子教育センター所長

　　　　　［書記］ 青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任

４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　なし

６　開　会　　　寺本委員は所用により欠席。

(美甘教育総務部長)

会議開会に先立ちまして、教育委員会制度を定めた「地方教育行政の組織及び

運営に関する法律」の改正に伴う新教育長について、ご報告させていただきます。３月３１日をもって、旧制度の内藤教育長の任期が満了になりましたことに伴

い、３月２９日開催の所沢市議会第１回定例会の最終日に、市長より教育長の任

命の同意を求める議案が提出され、引き続き内藤隆行様が教育委員会教育長とし

て議会の同意をいただき、本日付けの任命書が藤本市長より交付されました。

なお、今回の市長の任命に伴う議会同意におきまして、議会側の意向により「所

信表明」が求められ、教育長が所信表明をされました。

それでは、内藤教育長にごあいさつをお願いします。

(内藤教育長)

　 ただ今教育総務部長より報告されたとおり、３月２９日の所沢市議会第１回定

例会の最終日に、藤本市長から教育長任命の議会同意に関する議案が提出され、全会一致で同意をいただきました。

　ご承知のとおり、本市においても４月１日から新制度へ移行しますが、これまで合議制執行機関として運営していただいた大岩委員長、吉本委員長職務代理者におかれましては、健全な運営、円滑な運営にご尽力いただきまして、たいへんありがとうございました。制度の改正に伴い、委員長と教育長が一本化した教育長ということから、引き続き民主的な運営に努めてまいりたいと思いますので、教育委員の皆様、また事務局職員の皆様におかれましては、引き続きご協力をお願いします。

　市議会から教育行政を進めるにあたっての所信を求められ、引き続き「三つの“宝”」を重要な理念として努めてまいりたいと述べました。合議制執行機関として教育委員の皆様のご協力をいただき、事務局の英知を結集しながら、子どもたちの幸せのために、またよきふるさと所沢のために尽力してまいりたいと思います。

(美甘教育総務部長)
なお昨年４月には、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が施行され、

本市においては経過措置を適用し旧制度を継続してまいりましたが、新教育長の就任により本日より新制度に移行することとなります。

これにより、委員長及び委員長職務代理者の職がなくなることになります。

大岩委員長、吉本委員長職務代理者におかれましては、これまで教育委員会の会

議の運営に多大なご尽力をいただきました。ありがとうございました。新制度では、教育長が会議を主宰することになりますので、よろしくお願いいたします。

それでは、教育委員会会議４月臨時会を開会していただきます。

(内藤教育長)

ただ今から、教育委員会会議４月臨時会を開催いたします。

審議の前にお願いしたい事項がございます。教育委員会会議の書記でございま

すが、書記として指名されておりました、安田幸雄教育総務課副主幹が４月１日付け人事異動により、社会教育課長として異動となりました。

そのため、教育委員会会議規則第１９条第２項の規定により、後任の書記とし

て、教育総務課　名雪晋祐主任を新たに書記に指名しますので、よろしくお願いします。

それでは、本日の議案はございませんが、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第１３条第２項の規定により、教育長職務代理者は教育長が指名することになっております。

　 教育長職務代理者として大岩委員を指名したいと思いますので、よろしくお願

いします。

　 それでは、大岩教育長職務代理者よりご挨拶をいただきたいと思います。

(大岩教育長職務代理者)
　 ただ今、教育長職務代理者にご指名いただきました大岩です。

私たちの仕事の先には、まず子どもたちがいて、それから所沢市民がいること

をずっと念頭に置いていることです。ぜひその先を見ながら皆さんも力を注いで

いただきたいと思いますが、私たちも頑張っていきたいと思いますので、よろし

くお願いします。

７　その他

(内藤教育長)

　 それでは、その他の事項についてお願いします。

(市川教育総務課長)

先月、所沢第二幼稚園及び市内小・中学校の卒業式がございましたが、委員の皆様からご意見やご感想があればお願いしたいと思います。

(中川委員)
　 私は、富岡中学校の卒業式に出席しました。来賓の方が４０名以上いらっしゃ

り、地域の学校として皆さんが支えていることがとてもよく伝わりました。子ど

もたちも凛々しくて、上履きもきれいにしていて、この日のためにきちんとしよ

うという姿勢が見られ言うことのないすばらしい式でした。合唱もとても素晴ら

しかったと思います。

(吉本委員)

　 私は、柳瀬中学校と松井小学校の卒業式に出席しました。柳瀬中学校は、地域一体となって子どもたちを送り出しているという雰囲気があり、地域の方々がこの中学校を中心に活動されてきて、そこで子ども達が育ってきたということを感じました。

   それから、進学先の資料を見せていただき、卒業後は生徒が全県に行くようですが、昔と比べると様子が違っていると感じました。

　 また、松井小学校は、子どもたちが壇上に上がるときの返事が、どの子も素晴らしく、この子たちはこの「はい」の気持ちを持って、「はい」が言えるように育ててもらって、また次の中学校へ行くのかと思うと、とても気持ちが嬉しくなりました。

(清水委員)

　 私は、東所沢小学校へ行きましたが、とても式の練習をされたようで、整然と溌剌としていました。一言ずつセリフ割のメッセージを、卒業生も在校生もずっとやっていましたが、よく覚えていて見事でした。

　 一つ気になったのが、「蛍の光」や「仰げば尊し」を歌わなくなり、それはそれでよいと思うのですが、子どもたちの感極まる場面が少なくなってしまったように思います。最近の流行の曲を流したりしていて、その曲を理解していたり、歌詞を知っていたりすれば泣けるのかもしれませんが、少しもったいない気もしました。

　 「仰げば尊し」のような歌を、歌詞はなくてもBGMとして流しても、演出としては盛り上がると思います。泣けばよいということではありませんが、泣きたい時に泣けないもったいなさがあったような気がしました。

(大岩教育長職務代理者)

　 私は、所沢中学校と明峰小学校、所沢第二幼稚園に行きました。小中学校は皆さんがおっしゃったのと同じような感想ですが、例年、中学校では涙を流す女子生徒が多いのですが、今年は少なかったように思いました。

　 私が校長であった時は、在校生が「蛍の光」をリコーダーで吹くと、それでぐっときて涙が出るのですが、最近はそういうのがありません。泣かすわけではありませんが、涙があるということはそれだけ感動があるといことであると思います。

　　　　　「仰げば尊し」については様々な意見があり、現代において使うのはなかなか
難しいかもしれませんが、「蛍の光」については使ってもらえるとよいと思いま

す。

　また、所沢第二幼稚園は初めて出席させていただきましたが、親と教諭と園児が掛け合いの歌を歌っているのを見て、涙がでそうなほどとても感動しました。

(内藤教育長)

　 私は、北野中学校と富岡小学校に行きました。学校によっては来賓の方を一人ずつ紹介したり、別紙のとおりとして省略したりしており、このことについては様々な意見が出るであろうと予感しました。入場の仕方も、男女別であったり混合であったりして、性同一性障害などのことも考えると、いろいろ難しいこともあると感じました。

　 「仰げば尊し」については、清水委員の意見に同感です。以前、看護学校の卒業式に出席したときに「仰げば尊し」を聞いて、じんときました。

　 子どもたちのリコーダーやコーラスはとても素晴らしく、大岩委員から、学校にとっては卒業式は一番大事な行事であると聞いて、なるほどと思いました。所沢市がよい教育をしているということを確信しました。地域の方々からは批判の言葉はなく褒められるばかりであったので、ありがたいことであると思いました。

(市川教育総務課長)

　 ご意見ありがとうございました。

続きまして、学校教育課より報告事項がございます。

《学校教育課報告事項》

堺学校教育部次長より、教育専門誌「初等教育」に掲載された上新井小学校の道徳の授業の様子及び「道徳教育」に掲載された教育センター指導主事の取組みについて説明。

１１　閉　会　午後３時５８分

